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2025年10月7日 

各  位 

 

会社名  株式会社   大 和 

代表者名 取締役社長  宮  二 朗 

(コード番号：8247 東証スタンダード市場) 

問合せ先 経営戦略本部         

財務部長   長嶋  和生 

（TEL. 076－220－1100） 

 

 

2026年 2月期 第 2四半期（中間期）及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、2025年 4月 10日に公表いたしました 2026年 2月期 第 2四半期（中間期）（2025年 3月 1日～2025

年8月31日）及び2026年2月期 通期（2025年3月1日～2026年2月28日）の業績予想を、下記の通り修正い

たしますのでお知らせいたします。 

 

記 

 

 １．2026年2月期第2四半期（中間期）業績予想値の修正（2025年3月1日～2025年8月31日） 

 （１）連結                                     （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する中間純利益 

１株当たり 
中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 8,200  150  100  50  8円91銭 

今回修正予想（Ｂ） 7,990  155  170  190  33円87銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △210  5  70  140  -  

増 減 率 （ ％ ） △2.6  3.3  70.0  280.0  -  

（ご参考） 
前 第 2 四 半 期 実 績 
（2025 年 2 月期第 2 四半期） 

8,189  126  136  159  28円46銭 

 

 （２）個別                                     （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 １株当たり 
中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 7,050  150  100  50  8円91銭 

今回修正予想（Ｂ） 6,790  180  140  165  29円42銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △260  30  40  115  -  

増 減 率 （ ％ ） △3.7  20.0  40.0  230.0  -  

（ご参考） 
前 第 2 四 半 期 実 績 
（2025 年 2 月期第 2 四半期） 

7,047  175  109  141  25円21銭 
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 ２．2026年2月期通期業績予想値の修正（2025年3月1日～2026年2月28日） 

 （１）連結                                    （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 16,500  320  150  100  17円83銭 

今回修正予想（Ｂ） 16,200  320  200  220  39円22銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △300  -  50  120  -  

増 減 率 （ ％ ） △1.8  -  33.3  120.0  -  

（ご参考） 
前 期 実 績 
（ 2 0 2 5 年 2 月 期 ） 

16,434  195  142  192  34円33銭 

 
 （２）個別                                    （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 14,000  320  150  100  17円83銭 

今回修正予想（Ｂ） 13,700  320  180  200  35円66銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △300  -  30  100  -  

増 減 率 （ ％ ） △2.1  -  20.0  100.0  -  

（ご参考） 
前 期 実 績 
（ 2 0 2 5 年 2 月 期 ） 

13,996  309  106  175  31円20銭 

 

 

 ３．修正の理由 

  （連結） 

   第２四半期（中間期）の連結業績につきましては、主力の百貨店業において、重点顧客層の更なる深掘り

と次世代顧客層の獲得に向け、地域では「大和にしかできない品揃えと企画」を推進してきました。 

   売上面では、富裕層に向けたブランド時計やスキンケアが好調な化粧品等の雑貨が堅調に推移した他、「大

北海道展」等の食品物産催事が好調となりましたものの、インバウンド需要の大幅な減少に加え、猛暑や大

雨の影響もあり前回予想を下回りました。 

   利益面につきましては、売上総利益率の改善と合わせ、企業グループ各社においても引き続ききめ細かな

経費管理に努めたことに加え、特別利益の計上もあり、営業利益及び経常利益並びに親会社株主に帰属する

中間純利益は前回予想を上回りました。 

   尚、通期業績予想につきましては、当第2四半期（中間期）の業績動向を踏まえ、売上高及び各利益を当

初予想から修正いたします。 

 

  （個別） 

   第２四半期（中間期）の個別業績につきましては、連結記載の百貨店業と同様の理由により、売上高は前

回予想を下回り、各利益につきましても連結と同様、前回予想を上回りました。 

通期業績予想につきましては、第2四半期（中間期）の業績動向を踏まえ、売上高及び各利益を当初予想

から修正いたします。  

 

 （注）業績予想に関しましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


